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気象衛星赤外分光計（SIRS）観測資料

に基づく成層圏循環解析の最近の話題＊

廣 田 勇紳

　1．まえがき

　最近わが国においても気象衛星に対する関心が一般に

高まって来たのはよろこばしい．ここ数年間の日本気象

学会誌をひもといてみると，オリジナルな論文はもとよ

り，学会シンポジウム，解説，総合報告等，気象衛星に

何らかの意味で関連のある記事が随所に目に触れる．一

方，GARP（地球大気開発計画）の一環として，日本で

も所謂「国産衛星」の打上げ計画が1975～6年を目標に

気象研究所を中心と’して進められているのは良く知られ

ているとうりである．

　かかる事情をふまえて，ごく最近，気象研究ノートに

小平・嘉納両氏によるテキストが「気象衛星（1）基礎

編」として上梓され，引続き土屋氏他による（豆）応用

編も準備中と聞いている．従ってここでは，屋上屋を重

ねる愚を避けるために，少し見方を変えて気象衛星観測

資料の利用の立場から成層圏循環解析に焦点をしぼって

いくつかの話題を拾ってみることにしよう．もとより筆

者は，測器や観測・測定技術あるいはそれに附随する

data　processil19等々に関する知識がとぼしいので，これ

らの技術的問題についての説明は必要最小限にとどめ，

詳しくは上記諸解説やテキストを参照して頂くことにす

る．

　2．SIRSとは
　SIRS（シアーズと読む）は，Satellite　InfヒaR・ed

Spectr・meter（衛星赤外分光計）の頭文字を綴ったもの

で，大気放射強度を人工衛星から測定して大気の垂直気

温分布を推定しようとするものである．その原理を極く

大づかみに述べると；

　まず大気中で長波長放射を吸収射出する基準気体とし

て炭酸ガス（CO2）をえらぶ．CO2の混合比は殆ど一定

（約315ppm）でその変動はCO2自身の混合化の1～2％

にすぎないから，放射強度の時間的・空間的変動は大気

の温度の変動を直接反映することになる．実際にはCO2

の15ミク・ン帯のうちから8個の波長領域（チャネル）

を定め，それぞれの波長帯の放射強度（これを輝度，

radianceという）を独立に測定すると，それらはある時

刻ある地点での大気各層の気温の情報を与える．しかし
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第1図に見られるように，これら8個のチャネルはそれ

ぞれある高度の幅を持った層の積分された気温を表現し

ていると考えられ，しかもそれらの層は互に重複してい

るから問題は多少複雑になる．たとえば第1図のチャネ

ル8の荷重函数の分布を見ると，30mb附近に極大を持

っているが，その輝度への寄与がどのレベルから来たの

かは，他のチャネルの輝度を知ってはじめてわかること

になる．つまり，これら8個のチャネル全体として大気

の垂直気温分布の情報になっているわけである．以上の

原理によって気温の垂直分布を求める方法は，数学的に

言えば，連立積分方程式を解くことであり，この解法の

問題はInversion　Problemと呼ばれている．しかし

SIRS　dataを用いて解析しようとする対象（現象）の

内容によっては，Inversion　Problemを避けて，たとえ

ばチャネル8のみのradianceを用い，これを下部成層

圏（100～10mb）の平均的（代表的）気温と考えて大よ

その循環の特徴をながめる，という簡便的な利用方法も

可能である．

　3．衛星による観測技術の進歩

　人工衛星に赤外放射計を塔載して大気を測定する試み

はTIROS　II（打上げ1960Nov．）に始る．以下TIROS

III（1961July），同IV（1962Feb．），VII（1963June）

と続き，その後NIMBUSシリーズに引継がれてNIM－

BUS　II（1966May），III（1969Apr．），IV（1970Apr．）

から現在に至っている＊．　しかし初期の観測は測器自体

のテストが中心だったようで，実際に観測資料から成層

圏温度場の解析が行なわれたのは筆者の知る限り1963年

のTIR．OS　VII以降である．それらの成果については

第5節で述べる．

　TIROSシリーズとNIMBUSシリーズの技術的相
異のうち主なものはTIROSの赤外放射計は衛星上で

calibrationをしていないため，同時刻の気温の空間的

変動は検出できても異った日の観測値の比較が信頼出来

ないこと，またCO215μ帯のスペクトル幅が広すぎる

ため大気下層の分解能がなく特に雲分布の影響が強く入

ってしまうことである．これらTIROSの欠点はNIM－

BUSでは改良されているが，雲分布の影響を完全に取

り除くことは依然として残された問題である．SIRSか

ら推定した気温とゾンデの観測値とを雲量分布をパラメ

＊TIROSではradiometer（放射計）を用いている

　ため，SIRSという言葉は使われていないが，以

　下特に言葉上の区別に拘泥せず，一般にSIRS
　ということにする．

2

一ターとして詳細に調べる試みは，NMCの予報モデル

を利用してHyden（1971）が行なっている．

　NIMBUSのもうひとつの特徴はその軌道が太陽同期

であること，すなわち常に真昼側と真夜中側を通る極軌

道を描いて1日に経度方向を一周することである．従っ

てglobalな観測を1日2回行なうことに相当している

わけである．第2図にMMBUS　IIIの南半球側におけ

る軌道を示す．この図からわかるように観測領域は810

Sから810Nまで，隣り合う軌道の間隔は経度にして270

である．個々の軌道は1日につき経度5．40ずつズレるか

ら5日毎にgeographica1に同じ軌道パターンとなる．

各軌道上の観測値は，解析の目的に応じて，たとえば

ObjectiveAllalysisの手法を用いてsynopticChartや

緯度経度の格子点の値に焼ぎ直すことが出来る．

　4．SIRS　dataの成層圏循環解析における意義と効用

　さて，本論に入るとして，まず上に述べたSIRSによ

る気温の観測値を用いて成層圏循環の解析を行なうこと

の意義について考察しよう．北半球においてballoon（ゾ

ンデ）の観測網が完備し，半球全体の成層圏循環やプラ

ネタリースケールの擾乱に関する解析が可能になったの

は1957～8年のIGY（国際地球観測年）からであった．

ベルリン自由大学の高層天気図が10mbまでdailyに発

刊されたり，冬の成層圏突然昇温現象の解析が北半球ス

ケールで行なわれ始めたのもこの頃からである．60年代

に入ってから気象・ケット観測が北米大陸上を中心とし

て準ルーチン的に始められ，上部成層圏循環に関する知

識も断片的ながら蓄積されてきている．これらballoon

及びrocketの観測に基いて為された解析の内容を羅列

してみると1対流圏・下部成層圏の大気大循環（種々の

budget）の統計及びその季節変動，長波・超長波の力学

的特性，突然昇温のenergetics，低緯度準二年周期変動

と赤道波動の統計解析，上部成層圏及び下部中間圏の

climatology，大気潮汐……等々が挙げられよう．

　これらに対して気象衛星観測資料が如何なる長所を有

しているかを見るために表1を掲げる．

　この比較対照表から直ちにわかるように，SIRSの最

大の特徴は，従来の観測がカバーしきれなかった赤道領

域及び南半球を含む文字どうり910ba1な観測を行なう

ことにある．しかもその時間空間密度は，いまわれわれ

の興味の対象である成層圏の諸現象　　空間的にはプラ

ネタリー・スケールで時間は数日から10日のオーダー以

上のもの　　を扱うには充分である．従ってこの長所を

生かすために，赤外放射観測資料を用いた成層圏循環解

、天気”19．6．



気象衛星赤外分光計（SIRS）観測資料に基づく成層圏循環解析の最近の話題 285

讃
仏

　　　　　　　　　さぺ｝＼♪／煮　　　　3　　　㌧．、擢
　　　　　羅懲△』△でてτ＿督＼隙1・

　　　　　　　　　　　　ず　　　　　　　、．i．．・杖1燭ば．『一Lき

驚㌘☆誘義

　／

鵡』転

、　　　　＼’　　／〉』／
．r△な☆：×乏．、・／・、．、

　　　　　／藩》謡＼、一」

　　　，傷釈＼・〆

辱↑、＞、る八
　　　x，！　　　／

　　でノヌ　　　り・．4、．

　訓1凌’

i菱9蕨．・

・
．

鋤黛．

珍

　　　り・’饗」’

　　　　ゆ　ρ
P　　　　　　　　　　’

七響轄キ
　i．」．Il，十　、

　　ガ
．ぞ㌧、

　へ　彫．

2

●　　　・

二
　．、覗　　，
一　　－　　　　φ醗
－等

頴

z

賢

薩
第2図

込

　　　／イ　　．！・
　　　、　　　　　　　　／
　　　．1／

　、・　　　　　　　　　　ノ

、　　・　　　一・メ．必一
・ぎ暮　　　　　　，！、4
’　　　　　　　7　／　　　　、1

，∠・1，！

「　1，1

！
， i
　lヒ
洋才π

，＼

、、、

、

」ジ

キ

区　ド
＼

～1
　一一《＿1
＼≠ミ　・ト

∫
、よ　．1

「、方

1’：

！ねr

＼
、

爆、

ミ餐箋

璽

／ 十

y／』

」，

　　　　　　　　／　　’111　一　　　　　　　　　　／　　　1　／　　1　　　　、
　　　も『一　　’／噛／ヨ　　　ヒ　獄
　　　　　　　・／〆　ノ　　1d　l
　　　　　　　　　　　　／　　　　l　　l　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

NIMBUS　IIIの南半球における24時間の軌道（実線）．

　　　　　　　　　め
　一メ，1，∫／4　　　あ
　　ノ曙　も邊甲』』・’，』・ρ

　　　　　　蜘　　　』　島ヤ　、』．

　　＼　　一㌻、毫勘；’・　　　｛

　　　　　　　にも　　びら　　　　喝　　　。∠’』』
　　も，　　　編　　　　』・も．．

　　　　　ら・び湾’一ll一ノ．1．ノ

　　毛　　　　毛

　　　　　　」b　　　　　　　，

　　　　　　　疏
　　　　’　　　櫨

　・ン

黒丸はrawinsonde　station

表1　Balloon，Rocket，Satellite（SIRS）の比較対照表

観測手段

Balloon（sonde）

Meteor．Rocket
（rocket　sonde）

Satellite　（SIRS）

高　度（km）

0≦Z≦30

20≦Z≦60

0≦Z≦30～40

領 域

主として北半球の
15～200N以北＊

　　約30地点
主として北米大陸上

Globa1

頻 度

2回／1日

　地点により異る
およそ1回／3～10日

2回／1日以上に相当

観　　測　　量

風，気温，気圧

同　　上

　　　radiance
（→気温→等圧面高度）＊＊

＊もちろん赤道附近や南半球にもゾソデ観測点はあるが，第2図に見られるとうり，北半球中・高緯度に比べて

　非常に少い．

＊＊第5節Smith6」α1．（1970）参照．

析の対象として最先に南半球が取り上げられたのは蓋し

当然のなりゆぎであった．

　Balloon，Rocketとの比較において重要な他の問題は

観測の精度と高度であるが，SIRSの精度に関しては次

節で個々の解析結果に則して考察することにし，また観

　1972年6月

測の高度のcxtensionについては本文の最後で触れた

い．いずれにせよ．このいわば第3の観測手段の有用性

及びその使用法を考えるに際しては，全く独立したもの

としてではなく，常に従来の確立された観測方法及び結

果と比較してその信頼度を高めながら，新しい領域，新

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3
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しい問題へのアプ・一チを探ってゆく態度が必要なこと

は言をまたない．

　5．SIRSを用いた解析例

　第3節で述べたように，赤外放射計による観測値を用

いて成層圏循環の解析が行なわれるようになったのは，

1963年に打上げられたTIROS　VIIからであり，以後

続々と解析例が論文の形で発表され始めた．　（Bandeen

6渉α1・，19641　］N「orbderg　6！α1．，1965；　Kennedy，1966；

Kennedy　and　Nordberg，19671　Phillpot，19671　Shcn

8地1．，1968など）．TIROS　VIIの段階では，まだIn－

versionによって気温の垂直分布を求めることは行なわ

れず，CO214．8～15．5μの単一のチャネルによって高度

20kmを中心とする下部成層圏の平均的気温のsynop－

ticな分布が論ぜられていたに過ぎない．しかしN・rd－

bergらは夙に1963Jllly～Aug．，Aug．～Sept．の期問（南

半球の冬期）に成層圏突然昇温現象の反映と考えられる

高温域が南印度洋に存在することを見出している．この

1963Aug・を中心とする南半球冬期成層圏突然昇温は，

引き続き上に挙げた数例の解析の対象とされ，ゾンデ観

測との比較，synoptic　pattemの解析，昇lilltの強さの見

積り，高温域中心の移動の追跡…等が試みられた結果，

I　GY以来南極大陸周辺のbal1・・n観測から知られてい

る南半球成層圏突然昇温現象のさまざまな特徴が再確認

されたのみならず，従来南半球の最大難点であった洋上

の空白を埋めることに成功した．Shen6印1・は更に南

北両半球の緯度600に沿う10日平均気温の季節変化を

Jllly－Dec．1963（南半球）とJan・一June1964（北半球）

について解析し両半球の比較を行なっている．

　1969年にNIMBUS　IIIが打上げられてから観測資料

の質的向上は目ざましく，解析の内容もキメの細かい定

量的なものとなった．この時期に，SIRS　dataの色asi－

bilityを高めたものとして特筆されるべき仕事がSmith

6砲1・（1970）による気温の垂直分布を求める統計的手法

の確立であった．第1図に示した8個の波長帯のradi－

anceをもとに連立積分方程式を解いて気温の垂直分布

を逆算するInversion　Problemは原理的には可能であ

るが，実際的にはパラメーターのにhb度が多すぎて解が

uniqueに定まらなかったり安定でなかったりする欠

点を含んでいる．そこでSmithらは実測の気温とradi－

anceとの間の統計的関係を求めて，最小自乗法に基づ

く回帰方程式から気温及び等圧面高度分布を推定する実

用的方法を提案した．解法の詳細については気象研究ノ

ート111号（嘉納）にゆずり，ここではNIMBUS　IIIの

4

10

30

50
密
≦

崔
⊃　　100

3ロ
αf　　　　「
a－　　　l

　　　H
　　　r
　　3GO←
　　　　
　　　け　5・・！

1000

　　ぞ　　i　i　滴
　流
　ノ
ノ
ノ
’
●

ψ

囎。鯵

、
、

　、

BerlinRodiosonde，

1032G猷T　Releose

L

SIRS，0937GんへT　一一．■■■．”

june4，1969

第3図

220 240 260

TEMPERATURE（oK）

280 30σ

SIRSから計算した気温と．ラジオゾソデに

よる気温の実測との比較例（Smith6渉α1。

1970）

SIRSにこの方法を適用して求めた気温分布とラジオゾ

ンデの観測値との比較の一例を示すにとどめる．第3図

に見られる如く，特異、点を除いては，両者の差は高々2。

K程度である．等圧面高度は，斯様にして求めた気温の

値と既知の対流圏のあるレベルの高度場とをもとに積み

上げて推定する．

　さてNIMUBUS　IIIのSIRSを用いて成層圏循環の

解析を最初に行なったのはFritz（1970）である．彼は第・

1図のチャネル8（丘equency669．3cm』1）を用いて（a）南

半球及び赤道成居圏の波動擾乱，（b）globalなsynoptics．

（c）緯度平均気1、1、1の長周期変動，更に（d）気温の日変化等を

詳しく解析した．　このチャネルのradianceは100mb

より上の大気層全体の平均的気温を反映していると考え

られ，radianceの単位erg　cm－2sec『1ster『1／cm『1の変

化量がおよそ10Kの気温変化に対応するので，以下単

位をergS／と略して数値の大きいほうが高温，その差が

OKであると考えて頂く．

　第4図は60。Sに沿う気温（radiance）のtimesec一・

ti・nで1969年5月の例を示す．5月上旬には東西波数1

の波が，中旬には波数2の擾乱がそれぞれ卓越し，およ．

そ15。10ngitude／day（㌶10m／sec）の位相速度でともに

東進しているのが見られる．5月はじめの600E（南印度

洋上）附近に弱いながら“warming”が見られ，そのと

きの600Sに沿う高温域と低温域の最大温度差は約15。K．

、天気”19．6．
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NIMBUS　III　SIRS，ひ＝669．3cm－1でのradi＆nceの600Sに沿うtime　section・（Fritz・

1970）

＿遮

第4図

である．南半球の「秋」にこのような昇温の存在するこ

とは興味深い．また波数2の移動性超長波が南半球高緯

度成層圏で観測された例は従来まれであったが，これは

思うにゾンデの観測網が粗すぎたためであろう．

　第5図は同様の解析を赤道について行なったもので，

5月上旬に波数1の西進波（位相速度25。1・ng．／day）が見

られる．赤道成層圏には混合Rossby重力波及びKelvin

波と呼ばれる大規模波動の存在することがすでに多くの

統計的研究により確かめられている（例えば柳井・丸山

両氏の解説参照）．　しかしそれらは主として太平洋上の

限られた地点での観測を時間スペクトル法により空間に

引ぎ直したものであり，赤道を一周する同時観測の解析

は殆どされていなかった．その意味からも，この赤道に

沿うtimesectionは興味深い．但し第5図からわかるよ

うに擾乱に伴う東西の温度差が僅か20Kであり，SIRS

の分解能の限界に近いことがひとつ（従来の赤道波の検

1972年6月

灘．鷺鴇難罎讐，去場灘
混合R・ssby重力波とKelvin波の卓越波長・高度及び

移動方向・速度が相異る為に，この解析の如き単一チャ

ネルでは垂直の分解が出来ず異種の波がまざって見えて

しまうことになる．この問題は将来SIRSの精度が高ま

り，かつ前述のSmithらの方法で垂直分布がわかって

各層毎に解析が行なわれるようになれば自ずから進歩が

期待される．

　以上述べた大規模擾乱の空間分布を見るために第6図

に1969年5月4日の全球的なsynoptic　chartを示す．

Fritzは更に5月から10月にわたって低緯度領域での緯

度平均したradianceが季節変化以外に1ケ月以下のタ

イム・スケールで変動していることを見出し，この変動

と中・高緯度の循環の変動との対応を考察している．こ

の問題は次に述べるFritz　and　Soules（1970）の解析で

5
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第7図NIMBUSIIIのSIRS（ひ＝669．3cm一1）に
　　　　よる南北両半球特定緯度平均のradian．ceの

　　　　Annual　march．（Fritz　and，Soules，1970）

詳細に論じられた．

　彼らはFritz（1970）と同じdataを1969年4月～19

70年4月の1年間に拡張し，特に1969年4～10月の南半

球の冬期間に着目した．第7図はその1年間にわたる南

北両半球の緯度80。，60。，30。及び赤道に沿って平均し

たradianceのAnnual　marchを示したものである．冬

半球の中・高緯度で，強弱の差こそあれ成層圏突然昇温

現象の反映と見られるradianceの変動が存在する．夏

半球中・高緯度の変動は主として季節変化によるもので

あり，緯度60。と800での南北温度勾配の逆転が北半球

では4月と9月，南半球では10月と3月にそれぞれ起っ

ていることがわかる．低緯度の変動は第7図ではわかり

にくいが，次の第8図では明らかになっている．すなわ

ち4月から10月（南半球の寒冷期）にわたり，毎日の緯

度平均radianceから，1年及び半年周期の調和項を差し

引いた偏差値を両半球各緯度について並べてみると，南

半球中高緯度に見られる10日のオーダーの時間スケール

を持つ変動（振幅約30Kの昇温）に対応して，低緯度及

び北半球では振幅約1。Kの変動が見られ，　しかも250S

～450Sあたりを境に位相が逆転していることがわかる．

この逆位相の輝度（温度）変化をより見やすくしたのが

第9図で，上が5月から7月，下が8月から9月にかけ

ての輝度偏差値のピークを拾い出してその緯度分布を示
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第8図　1969年4～10月の期間における，南北両半

　　　　球各緯度のradiance偏差値．南半球高緯

　　　　度昇温に対応する低緯度及び北半球の降温
　　　　に着目のこと．（FritzandSo血1es，1970）

してあるたこの図により，冬期南半球中高緯度の温度変

化（昇温現象）は決して・一カルなものではなく，夏半

球を含む全球的な規模での成層圏循環の変動であること

が明らかになった．更に細かく見ると，この逆位相変化

の節（nodal　point）の位置は季節と共に変化しているよ

うで，南半球の秋口から真冬にかけて緯度が下り（250S）

春先には極寄り（45。S）に移動している．

　第8図及び第9図に見られる冬半球高緯度成層圏昇温

と低緯度降温の逆位相関係は，実はゾンデ観測資料に基

く北半球冬期成層圏突然昇温解析で夙に示唆されていた

事実である．Reed6厩1・（1963）は1957年Jan．～Feb．

の突然昇温の解析を行なった際，第10図に示すように，

50mb面におけるFeb．9の高緯度昇温に伴い500N附近

を境に低緯度側の気温が下降していることを見出した．

この図は350Nまでしか示されていないが，1963年

7
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1957年冬期北半球成層圏突然昇温に伴う，

50mb緯度平均気温変化の緯度分布．（Reed
6猛1．，1963）

Jan．～Feb．の突然昇温に関してJulianとLabitzke（19

65）が全く同様な事実を30mb面上の10。Nまでの領域

で示している．これらの観測事実は，冬の成層圏突然昇

温の際に，Chamey－Drazin理論の示す定常バランスがく

ずれて，上向き伝播のプラネタリー波に伴う冬側極向き

の熱輸送が，それによって励起される平均子午面循環の

断熱昇温・冷却作用を上まわって極の高温化及び低緯度

側の低温化を作り出しているものと解釈される．Fritz

らの解析結果は，Reedらの赤道を含まない解析からの

8

推測を裏づけて，冬半球の昇温を補償する子午面循環が

赤道を越え夏半球側にも及んでいることを確認したこと

になり，突然昇温現象の理解の為に重要な知識を提供し

た．

　同じ1969年南半球冬期のSIRS　dataの解析は，Miller

6厩1・（1970）によっても試みられている．彼らは主とし

てチャネル8と7のradianceを用い，昇温時の南半球

成層圏のsynoptics，600Sに沿う2－wave　pattemの東

進などを議論している．

　一方JohnsonとMclnturff（1970）は，現象の解析

ではなく，SIRSdataのoperationalな利用法を開発

する目的で，1969年5月～9月の期間について次のよう

な：比較を行なった．　まずMMBUS　mのSIR．Sに

Smlth6砲1。の方法を適用し，100，50，30，10mbの

o切ective　analysisを行なう．その際，SIRSのみから

求めたもの，及びある特定のレベルのrawin30ndeの観

測値をSIRSに結合したものとを，rawinにもとずき

NMCのoperatiollalなo切ective　analysisで求めた10

mbのcontourとそれぞれ比較し，最も近似の良い方

法を探す．結論として，現在NMCがdailyの数値予報

に用いているモデルの最上層であるところの100mbの

ゾンデ観測値とSIRS　dataを結合させて成層圏のパタ

ーンを推定するのが最も良いようである．但しこの比較

はdataの都合上，夏の成層圏の場合のみであり，大規

模擾乱の卓越する冬の成層圏に関しては，あらためて調

査する必要があろう．

　Q』μiroz（1971）はやはりNIMBUS　III　SIRSにSmith

らの方法を適用して北半球冬期成層圏の温度場の垂直構

造を解析し，北半球数ケ所の気象・ケット観測と比較し

つつ，突然昇温の起る高度と温度擾乱の振幅分布に関す

るモデルの構成を試みている．

　6．将来の展望

　前節で紹介したいくつかのSIRS解析例は，まず気象

衛星関係者のdemonstrationにはじまり，次第にuser

の側に移行してきたように思われる．その内容も現象論

としての面白さ一たとえば従来観測の少なかった南半

球や赤道領域の成層圏な：ど　　と同時に，operationa1な

利用法の開発に進んできている．今後観測が蓄積され，

解析例が増加するにつれてSIRSの信頼性と有用性はま

すます高められてくるであろう．

　SIRSのひとつの限界は，その垂直分解能とも関連し

て，現在のところ高度40km以上の観測が出来ないこと

である．この欠点を改善するためにJ．T．Houghtonを

寒天気”19．6．
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中心とするイギリスのグループはSelective　Chopper

Radiometer（略称SCR）を開発してNIMBUS　IVに

塔載しテストを行なっている．その測定原理の詳細は

Abe16加1．（1970）を参照して頂くとして，概略のみを

述べると，SCRもCO215μの赤外放射を利用し，A

～Fの6個のチャネルを用いる．チャネルAは2mb（膨

42km）に，Bは20mb（薦26km）にそれぞれ中心を置く

荷重函数を有し，垂直分解能の上限は一応50kmと考え

られる．これによりほぼ成層圏全層がカバーされること

になる．1970Apr．の打上げ後，SCRによる上部成層圏

温度場の観測結果が速報されている（Ellis8厩1。，1970；

Bamett6知1．、1971）．Labitzke（1971）は1971年Jan．

の成層圏突然昇温のcase　studyでSCRチャネルAの

radianceを気象ロケット資料に基く45kmの温度場の

synoptic　pattemと比較し，良い一致を見ている．Hou－

ghtonらのグループでは，1972年からSCR観測資料の

印刷発行を計画していると聞く．1950年代から60年代に

かけてベルリン自由大学のScherhag一派が為した成層

圏循環解析への貢献に匹敵するものが生れることを期待

したし・．

　観測高度限界を更に引き上げるためには，SIRSや

SCR．のように衛星から地球大気を垂直に見下ろす方法

は不適当となり，大気の赤外放射を水平に測るほうが望

ましい．極く最近，GilleとHouse（1971）はこの方法で

大気の気温垂直分布を測定する原理を論じ，数度の誤差

の範囲で高度75km附近まで観測が可能であることを示

唆している．

　いずれにせよ，近い将来，われわれの高層大気に関す

る情報は飛躍的に増加するであろう．そしてそれらの観

測事実は，高層大気循環の理論あるいは大循環数値実験

のveriHcationとして役に立つばかりでなく，更に未知の

新しい現象をもわれわれに数えてくれることであろう．

　7．あとがき

　言うまでもなく，本来，総合報告とか解説とかの類は，

その分野でオリジナルな仕事をした研究者が自分の仕事

を骨子に書くべきもので，本文の如き単なる紹介ならば

学生レポートの域を出ない．しかし日本において現在の

ところ気象衛星観測資料の研究面での活用は雲の写真解

析以外には充分とは言えないようである．その理由は，

思うに，未だ日本では自力で観測し，自分達のdataとし

てそれを自由に使える，といった環境が整っていないか

らではなかろうか．気象学は本来国際的な学問であっ

て，日本とか外国とかの区別をすること自体おかしい，

1972年6月
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というのはまことに一・理ある考え方である．だがしか

し，現実にはどうであろうか．昨年，筆者は在米中，

NMCのUpper　Air　Branchを訪れて，Finger，Qμiroz，

Johnson，Miller他の諸氏のsIRs　dataを用いた研究

を見ながら成層圏循環の諸問題を議論する機会を得た．

また，NCAR．においてはLabitzke女史やGille氏な

どと高層大気観測及び解析の問題についてよく討論し

た．その際の印象として，dataというものは，まさに

“生きもの”であって，観測する側と使用する側との連

結のあるなしは，言ってみれば，自然の中で躍動する動

物を見るのと博物館の片すみで剥製の標本を見ること位

のひらきがあると感じたことであった．

　幸いにして，わが国においても衛星打上げ計画が着々

と進んでいる．問題は従って，今後観測者とデータ利用

者の間の連絡を如何に有効に進めてゆくかであろう．

GARP計画のキー・ポイントも結局のところ煎じつめれ

ばそこに落着くと思われる．現象そのものを扱う側とし

て，われわれは観測資料というものの意味をあらためて

考える時期にぎているのではないだろうか．SIRS　data

利用の問題はその一例と考えられるのである．
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